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内丸地区の東西南北に近接して各商店街があり、
地域ミニコミ誌やNYタイムズなどで取り上げられたような、
魅力的で多彩な個店が集積しています。
内丸で働く人々が仕事以外でも立ち寄り、内丸を訪れる
人々が足を延ばしやすくするなど、プラスの波及をもたら
す都心地区のあり方を検討します。

内丸地区の関係者が力を合わせて、
土地建物の集約的利用による合理化が
図られてきた趣旨を継承しつつ、
都市計画「一団地の官公庁施設」の
見直しを、官民連携して検討します。

中央通りは、さんさ踊り会場であるメ
インストリートとして、栃木並木、石
畳、クランク部分、公会堂等の沿道資
源を活かした空間構成を検討します。

中津川西岸において、
対岸も含めた歴史・自然景観と、
サケが上る清流の雰囲気を、
より身近に感じながら過ごせる、
かわとまちが一体となった
親水空間を検討します。

交通戦略に基づき、盛岡駅方面か
ら盛岡バスセンター方面に至る、
基幹公共交通の充実に対応する
まちを検討します。

地区の駐車施設のあり方について
も検討します。

櫻山参道地区は、
この地ならではの個性的な飲食店群がある界
隈性、公園、史跡でもある地域特性に配慮し
ます。

隣接する道路や文化施設、公園・広
場・緑地等の公共空間との連絡性を
意識した地区の構成を検討します。

４００年前に築かれた盛岡城とともに
発展した城下町として、
国史跡盛岡城跡を中心とした
一体性のある歴史まちづくりを重視して
検討します。

各軸の結節点（ノード）は、
人や交通が集まる要所であり、
現在のアイストップとしての価値もふまえつつ
有機的に結ぶことによる
更なる利便・魅力空間を検討します。

「県都盛岡の行政・経済の中心」とし
て、各施設が協調し、日常及び非常時
の働く場としての各種機能の高度化、
地区全体最適を考えます。

四季の彩りを感じさせる自然景観、
古くから残る大小さまざまな地域資源を大切にし、
調和のとれた都市景観により、
盛岡固有の都市のイメージをより一層高める空間
デザインとします。

盛岡ならではの四季の気候変化と、
人々の日常的な心の豊かさを意識し、
多様な滞在と交流が生まれる、
ヒューマンスケールの居心地よい場を
各要所に取り入れます。

南北の歩行者の往来を強化するため、
主なものとして、旧奥州街道（藩政
期）からお城の正門につながる歴史軸
をより意識した沿道を検討します。

＜プランニングの方向性【骨子】＞

令和4年3月に策定した「内丸地区将来ビジョン」の実現のため、盛岡市が総合調整役を
担い、一体的整備を推進するための検討に取り組んでいます。

この取組の実現には、地区内関係者のコンセンサスと市民の皆さまの理解が不可欠です。
2か年にわたって、内丸地区の官民関係者が一丸となって協調的な地区再生の方向性を検
討するため、令和４年８月に内丸地区再整備検討懇話会等を立ち上げたところです。

内丸地区の都市整備の歴史の歩みから、これまで大切にされてきた骨格となるまちづく
りマインドを丁寧に読み解きつつ意見交換を進めてきました。各関係者の意向や共通認識
をもとに、今回、１年目の成果として、今後、更に検討を深めるためのプランニングの方
向性の骨子をとりまとめました。

本骨子を基軸にしながら、理想と実現性の交互の議論を積み重ね
「現実的かつ盛岡のまちの個性が光る」内丸プランへ磨き上げていきます。

■中間とりまとめの位置付け

＜理念（案）＞

山河に抱かれ歩いてつながるクリスタルシティ盛岡

災害時の洪水浸水想定区域等をふまえ
た適切な土地・建物利用を検討します。

東大通や中央通など、既存の東西方向
の人の流れについても、引き続き重視
します。

各施設がまちに対してより開かれ、
移動しやすくし、
エリア内の回遊性を高めることで、
地区滞在者がより便利で快適に、
生き生きと活動できるまちを検討します。

社会経済を牽引する業務集積地とするとともに、技術進展と社会の要請をふまえ
各種インフラ、土地利用の空間・機能を高度化、一体連携する。災害時など、非
常時にも広域・中枢拠点として機能する。

「盛岡らしさ」の特徴である城下の歴史、四季の自然、人のやさしさが感じられ
るよう、既存の大小の地域資源を活かした風格ある都市空間デザインとする。

一団地の官公庁施設のあり方を見直し機能強化を図るとともに、官民連携により
多様な機能が融合した包括的かつ創造性を育める空間構成とする。

＜目標（案）＞

❶

❸

❷

■再整備の理念と目標

県都の核として社会経済を牽引するまち 城下の風格と都心空間が調和するまち

英知が集い未来を創造するまち

内丸ビジョン：内丸のあるべき姿

都市の機能性や利便性、経済発展性のみを重視するのではなく、盛岡の人々の「やさしさ」と
「意志」を背景に、盛岡固有の歴史や四季の自然、景観、文化など４００年の各時代の歩みの中
で大切にされてきた大小様々な要素を愛おしみ、丁寧に積み重ねながら、厳しい風土で雪が『結
晶化（crystallization）』※するように、多彩な魅力がコンパクトに詰まった美しく癒されるまち
に。盛岡城跡公園も含めた内丸一帯はこの核（コア）となっています。

※「うちまるサロンvol.4」の岩手大学 教授 南 正昭 氏の講演にて

盛岡全体に波及効果をもたらし、また、歴史資源・自然資源等にもっと触れても
らうため、平日も休日もより多くの人々が訪れ、回遊し、滞在・交流する場を充
実する。

❹

（仮称）内丸プラン中間とりまとめ 〔抜粋〕

▷ 都市の観点からみた「盛岡らしさ」

内丸プラン：再整備の理念と目標
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